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１．はじめに
　『名古屋芸術大学研究紀要』第35巻（2014）所収では、《新しいソルフェージュ～フォ

ルマシオン・ミュジカルへの展望》、第36巻（2015）所収では、《新しいソルフェージュ

～フォルマシオン・ミュジカルへの展開》と題して、基本的な音楽基礎教育のひとつであ

るソルフェージュが、日本へ導入された歴史的な経過を踏まえ、現在に至るまでの状況と

その問題点を提起した。また、文部科学省の学習指導要領に基づいた学校教育の一環とし

ての音楽教育とソルフェージュの関連にも触れ、我が国の学校での音楽の授業で行われて

いるソルフェージュの授業のあり方と、民間の音楽教室におけるソルフェージュのレッス

ンが果たした役割を探った。

　加えて、日本学術振興会の科学研究費に採択された２つの研究課題、平成25～27年度

基盤研究C「音楽基礎教育としての独創的なソルフェージュ教材開発に関する総合的研

究」（JSPS 科研費25370119）による研究成果と、平成29～31年度基盤研究C《日本のソ

ルフェージュの教育構造から検証する音楽リテラシーの方法論研究》の論証のため、数回

に渡って渡仏、渡英した。海外研究協力者が実際に教えている現地の音楽院、大学で、授

業を見学し、一緒に体験するという形で参加した。また、最新の情報提供も受けることが

できた。これらの経験を元に、日本のソルフェージュ教育の問題点、改善すべき点を中心

に、具体的に提起していきたい。現時点（2018年10月）では、まだ研究途中であり、研

究終了前に予定している再度の渡欧時に、さらなる新しい情報を得ることができる可能性

も考えられるが、一区切りの研究報告レポートとして、ここに、今までのまとめと筆者の

考え、教育方針、具体例を記すことにする。

　まず、ソルフェージュの先駆的な教育を行っているフランスの例を、現地で実際に海外

研究協力者の授業で使用している課題を列挙することによって示し、フランスとは異なる

システムを用いているイギリスでのソルフェージュ教育の検定制度や教材を挙げる。さら

に日本の実情、現状と、欧州との大きな違いを具体的な例を示すことによって、日本の音
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写真１　パリ地方音楽院のクラス授業の風景
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楽大学や音楽科で学ぶソルフェージュについての問題点を指摘する。これらを分析してい

くことで、音楽専門教育における基礎的な教育体系の構築のステップとして、筆者の考え

に基づいたいくつかの例を列記する。

２．フランスの実例
　ソルフェージュ教育の先進国であるフランスのコンセルヴァトワール（音楽院）での実

例を、現地に赴き、実際の授業や教師に話を聞き調査した。フランスでは、新しいソル

フェージュとも言われているフォルマシオン・ミュジカル（Formation Musicale）の考え

方が定着しており、ほとんどの音楽院では、現在は、以前のソルフェージュと言う名称に

とってかわり、フォルマシオン・ミュジカルと呼ばれている。筆者の知る限り、従来のソ

ルフェージュという名称を使用しているのは、パリ・エコール・ノルマル音楽院（École 

Normale de Musique de Paris）くらいと言えるであろう。これは現在、筆者が奉職して

いる名古屋芸術大学の学術交流協定校となっているパリ・エコール・ノルマル音楽院の副

院長から直接聞いた話である。フランスだけでなく、世界各地、特に英語圏の国々、日

本、中国、韓国、ロシア、スペイン語圏の国からも留学生を受け入れているパリ・エコー

ル・ノルマル音楽院では、まだ世界的にフォルマシオン・ミュジカルの詳しい内容は知ら

れておらず、呼び名も普及していないところから、従来のソルフェージュという言葉か

ら、その授業内容がくみ取れることが必要であるということである。

　まず、科学研究費の調査で訪れた、パリ市の音楽院（Conservatoire à rayonnement 

régional de Paris）のフォルマシオン・ミュジカルの授業について述べる。この音楽院は、

日本語ではパリ地方音楽院と訳され、市が運営しているもので、昔のパリ音楽院の建物を

改装して使用している。
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譜例１　パリ地方音楽院のフォルマシオン・ミュジカルの課題

新しいソルフェージュ

　このパリ地方音楽院でのフォルマシオン・ミュジカルの授業を、海外研究協力者の

Madame Virginie Dao の快諾により、学生と一緒に体験することができた。学生は、日本

で言えば高校生にあたる年齢であり、中レベルとのことである。１クラス６～７名の学生

で（写真１）、男女半々位、決して将来音楽家になりたいということではない。当然、聴

音だけではなく、譜例１のような曲やビートルズの曲といった様々なジャンルの曲を使っ

て、フォルマシオン・ミュジカルとしての模範的な内容と言える授業を行っていた。
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写真２　パリ音楽院のクラス授業の風景

名古屋芸術大学研究紀要第40巻（2019）

　次に、パリ国立高等音楽院（Conservatoire national supérieur de musique et de danse 

de Paris、以下パリ音楽院）でのフォルマシオン・ミュジカルのクラス授業参加をした時

の様子について記す。

　現在パリ音楽院教授としてフォルマシオン・ミュジカルとエクリチュールを教えてい

る、今回の海外研究協力者でもある渡辺りか子氏のクラスを見学する機会を得ることがで

きた。同氏は日本の音楽大学作曲科で学び、日本の音楽大学で教えていた経験もあるの

で、日仏両国の事情にも精通しており、その裏付けがあっての話を聞けたのは有益であっ

た。パリ音楽院の授業はパリ地方音楽院と比較すると、人数は約半分の３～４名（写真

２）、授業内容もかなりレベルの高いものであった。筆者も参加し、予想以上に手こずっ

たが（譜例２）、実際に参加することによって、日本の教育方法との違いが体得できる内

容で、大変有意義な受講であった。

　以前はパリ音楽院の入学前に、いわゆるソルフェージュの試験を行っていたが、ここ数

年は、まず実技が優先であるということで、演奏以外の基礎教育をほとんど受けてこない

学生が増えてきており、そのような学生に対して、どのような教育をしていくのかが今後

の問題である、という実情を聞くことができたのも有益であった。以前は、パリ音楽院＝

トータルの意味での完璧な音楽家、というイメージがあったが、それが覆されつつある、

ということである。ここから、基礎教育としてのフォルマシオン・ミュジカルを導入する

際の時期、レベル、教育方法が今後の課題として残されている。
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譜例２　パリ音楽院のフォルマシオン・ミュジカルの課題

新しいソルフェージュ

３．イギリスの実例
　研究紀要第36巻（2015）でも触れたが、イギリスでは、120年以上の歴史と伝統を誇る

英国王立音楽検定協会（The Associated Board of the Royal Schools of Music、通称

ABRSM）が音楽検定を行っており、約90ケ国で実施され、毎年約63万人以上が受験し

ている。これは、世界共通語としての英語を用いているという、イギリスの強みでもあ

る。

　海外研究協力者のロンドン大学ゴールドスミス・カレッジ音楽学部（Music Department, 

Goldsmiths, University of London）の松本直美専任講師からの話では、必ずしも音楽を専
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門に学ぶ意図はなくても、自分の音楽の実力を客観的に測る、知るということを目的にこ

の ABRSM を受ける学生もいるということである。また試験官は協会が指名し、受験す

る学生と試験官との馴れ合いや師弟関係を避けるため、例えばロンドンを中心に仕事をし

ている教師や音楽家は、イギリスの地方等、できるだけ縁故者がいないような地区での試

験官を任されるそうである。また海外での審査は、任命された試験官が、同じマニュアル

によって採点できるように工夫されており、一人の試験官が、何カ国も回って、採点をし

ているということである。

　ロンドン大学ゴールドスミス・カレッジ音楽学部では、いわゆる「ソルフェージュ」と

いう科目や、音楽理論、日本でいう「楽典」が発展したようなものに当てはまる講座はな

いということで、このあたりがすでにイギリスの大学における音楽教育の考え方の一端を

表していると言えるであろう。

　同大学音楽学部１年の「演奏演習」（月曜と木曜）の中に「Musicianship」という課題

項目があり、そこで音楽家としての基礎訓練をするが、その中に、日本でいう「ソル

フェージュ」にあたるものが含まれていると考えられる。「Musicianship」は講座の中で

不定期に行われているが、「ソルフェージュ」というのは大変フランス的な音楽訓練で、

イギリスで特にそういう名前で講座があることは大変稀である。どこの音楽大学も

「Musicianship」という名前で、基本的な音楽的訓練を行うことはあるが、大概の場合、

専門教育が重視されているという話であった。

　2018年10月、ロンドン大学ゴールドスミス・カレッジ音楽学部での、「Musicianship」

の新年度最初のクラス授業を聴講する貴重な機会を得ることができた。まず授業の前半で

は、音楽に関する基本的な知識、音のピッチ、ハーモニー、メロディなどの話があり、こ

の点に関しては、日本で行われている音楽理論系の授業導入時の説明と大きな違いはみら

れなかった。学生の専攻は様々で、多岐に渡っているとのことである。全ての授業は、パ

ワーポイントを用いた解説と、内容によっては、実際にピアノを使用することによって音

を確かめるという方法がとられていた（写真３）。

　後半は、引き続き指導者の Dr. Peter Furniss が、新任の Ms. Mira Benjamin と共に、

コダーイ・システムを用いたアンサンブルの練習を実施する形で授業を進めていった。こ

れは、50名程度の学生を４つのグループに分け、それぞれのパートが手の動きで音の高

さ、リズム、音楽の表情などを示して階名唱を効率よく導く「ハンドサイン」 1）と呼ばれ

る方法を用いて、起立して歌う、というものである。楽譜を読めない学生にも、また譜読

みに精通している学生にも、集中力を持続させたまま飽きさせずに、ポリフォニックな音

楽で引っ張っていく指導力は、日本の音楽教師にも求められる能力のひとつではないだろ

うか。世界各国からの学生が混在している大学の特殊性もあるのかもしれないが、日本の

学生にも、このようにポジティブに授業に参加する姿勢、意識が望まれる（写真４）。

　また、最近では、楽譜を書く手段としてコンピュータを用いることが多く、数多くのア
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 写真３　ロンドン大学ゴールドスミス・カレッジ音楽学部のMusicianship の課題

 写真４　ロンドン大学ゴールドスミス・カレッジ音楽学部のクラス授業の風景

新しいソルフェージュ

プリケーションソフトが用いられているが、世界的には「フィナーレ」というソフトが汎

用されているが、イギリスでは、「シベリウス」という作曲家の名前が付けられたアプリ

ケーションソフトが使われているという話も、現地で実際に教えている教員からしか伝わ

らない貴重な情報であった。

４．日本の実例
　日本の実例としては、今回の科学研究費の連携研究者である赤石敏夫教授に、相愛大学

音楽学部のソルフェージュの授業を見せて頂く貴重な機会を得た。当然、聴音・新曲も授
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業内で行われているが、あるクラスでは、アメリカのカップスと呼ばれる遊びを学生間で

実践した。それは、“When I’m Gone”（譜例３）というアメリカの曲を歌いながらコップ

と手でリズムをとり、学生間でそのコップを互いに交換していくという、「リズムと英語

の歌詞付きの歌」と「アンサンブル」を一緒にした練習である。

譜例３　When I’m Gone

　一見すると、リズム練習に歌が付いただけで、簡単な遊びと思われるが、この歌にはシ

ンコペーションがあり、歌詞は英語、しかもアンサンブルとしての要素も加わっており、

実際は想像以上に難しい遊びである。短期間でここまで指導することができたのは、赤石

氏の指導力や力量が素晴らしいものであったことが窺い知れる。特に、アンサンブルしな

がら、コップを隣の人に引き渡していくという練習は、一朝一夕にできることではなく、

学生の若さとリズム感の良さがうまく組み合わされた好例と言える。

５．筆者のフォルマシオン・ミュジカルについての考え方
　一般的に、ソルフェージュは、音楽の「読み・書き・そろばん」と言われている。もと

もと、ドレミを使ってメロディを歌う声楽練習2）であるが、基本的には、音楽の原理（理

論）を学び、楽譜を読み（読譜）、それを表現（演奏）することにある。本来であれば、

これらには、理論的な裏付けのあることが音楽家としての最低条件である。

　作曲家は、自分の表現したいこと、訴えたいこと、伝えたいことを「楽譜」に書き記

す。その「楽譜」に基づいて、音楽教師は作曲家の意図をくみ取って学生に教え、伝え、

また演奏家は、この「楽譜」に書かれたことを表現するのである。「楽譜」からこれらを

読み取ることは、音楽家にとって必要な能力であると言える。

　長年に渡って大学で教えてきた筆者の実体験から、演奏は素晴らしいといえる学生で

も、作品に関して、演奏以外の質問をすると、全く答えることができない場合が数多くみ

られる。具体例を挙げれば、今自分が練習している曲の調性すら答えられない場合や、そ

の曲の作曲家についての知識が全くない場合もあり、曲の背景や構成に関しては意識にも

上っていない場合も見受けられる。音楽を演奏する、鑑賞する時に、その曲、作品そのも
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のの、構成、内容を知る以前に、作曲された背景や歴史などの「教養」も理解していない

学生が多い。

　一般的な意味での教養は、例えば、芸術、文学、哲学、思想など、一見して実生活に何

の役にもたたないように見えても、人生や物事に対する理解力や創造力と結び付いてい

る。社会生活を営んでいく上で必要な、文化に関する広い知識は、専門家になる、ならな

いの問題ではなく、幅広く学ぶ、多角的に理解するという精神なのである。音楽に限定し

て言えば、発声が素晴らしいとか、高音域や低音域の音がでる、また指がよく回る、テク

ニックが素晴らしいといった表面的なものではなく、深い教養に裏打ちされた演奏は、単

に音を出す、演奏するという範疇を超えて人の心を打つものであり、感動を与えるもので

ある。これらの裏付けとして存在するものが「音楽家としての教養」であり、その一旦を

教育として教えていくというコンセプトが「フォルマシオン・ミュジカル」である。

　例えば、従来のクラッシック音楽を専門とする音楽大学や音楽学校の教育プログラム

は、音楽の形式や実作品を分析・学習する「楽式論」「楽曲分析」や、いろいろな楽器が

書かれた総譜を、実際に音を出して演奏する「スコア・リーディング」等、細分化されて

いた。当然これらの学習項目は、専攻実技が何であろうと音楽家がもっていなければなら

い、基礎的な音楽の知識・能力である。

　これは他の科目に例えれば、英語を学習するものは英文法、英語の歴史、日本語を勉強

したいと思うものは国文法、日本史等を身に付けると同じことである。それゆえ、音楽を

学ぼうと志す若者には、基本的な音楽の知識、つまり音楽の文法である楽典を身に付ける

ことが重要である。この楽典の知識なしでは、次の段階に進むことができず、断片的な知

識だけでは、音楽を総合的に理解することは不可能である。

　この楽典も規則集のように学んだり、暗記するのではなく、多様な楽曲や自分の専門の

楽器以外からの引用をもって、楽典の知識と関連させるという、多角的・総合的な方法で

学んでいくことが必須である。その楽曲は、古今東西の大作曲家のよく知られた実作品か

ら選ぶことが重要である。

　幼少期から音楽を学ぶためには、フランスでは、まず音楽の基礎教育として、簡単なソ

ルフェージュから入り、基本的な知識、内容を理解した上で、それぞれが選んだ専攻に移

るのが望ましいと考えられてきた3）。しかし、日本では、まず演奏から入り、その後に、

楽曲の理論的な背景を学習するという流れができてしまっている。その結果、現在の日本

のソルフェージュ教育の欠点として、次のような点を列挙することができる。

１）新しい曲を修得する際に、教師の演奏を聞いて覚えることが多いため、読譜力が身に

付かない。

２）教師や学生の専攻以外の楽器の音色に馴染みが薄いため、音色の知識に偏りが生じや

すい。

３）特に声楽や、管弦打楽器においては、演奏は一人で行うよりも、他楽器との組み合わ
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せ等、合唱・合奏で行われることが多いが、ソロの曲を中心としてレッスンが進めら

れるため、アンサンブル力が養われない。

４）教師の力量に個人差があり、また指導方法も画一的であるため、生徒一人ひとりの能

力に合わせた授業を実施するのは難しい。

　これらの問題の改善には、教材のみならず、現場での体系的な指導法が必要と思われ

る。教師として、幅広い音楽の基礎知識と能力をもち、教師自身が学生の実力を見極め、

彼らの能力に合わせて指導することが望まれる。これまでの実技レッスンでは、教師自身

の欠点を学生が受け継いでしまうことがよく見受けられる。これらの問題点を改善してい

くには、日本の現状に即した方法を整備する必要があるのではないだろうか。

　日本のカリキュラムの現状に少しでも合わせていくためには、音楽の具体例を、譜例、

書籍、テキストで取り入れるだけではなく、後述する視覚教育的な方法を用いる等いくつ

かの点で改良する余地がある。

　音楽は時間芸術であるから、一瞬の間に音は消えてしまう。そこを切り取って書き取る

のが、いわゆる聴音という作業になるが、この聴音では、音にばかり気をとられ、音楽的

な流れ、リズムを感じ取るところまで行く以前に、単なる音の書き取りになってしまう傾

向が見られる。その結果として、音があっていれば良しとする、すなわち前後の調関係を

無視するあまり、シャープで書こうが、フラットを使おうが全く関係ない、という記譜に

なり、理論的な考え方も全く無視されてしまう。

　さらに、レッスンの対象とする楽曲を多くして、知的満足感を与えることも必要であろ

う。多くのジャンルの作品を聞いたり、演奏したりすることによって、拓かれるものがあ

るのではないだろうか。音楽の初心者だからと言って、あまりに易しい作品を対象としな

いで、論理的な側面を伸ばし、情緒を育てる、というような面も考えて、音楽の基礎を教

えながら、一方で違った側面から音楽を理解する力を培っていくことができるはずであ

る。

６．フォルマシオン・ミュジカルの日本への導入の可能性
　これまで述べてきたフランスでのフォルマシオン・ミュジカルのやり方を、そのまま日

本に取り入れたとしても、必ずしもうまくはいかない。例えば、次の様な点が、日本での

基礎教育との相違点であると言えるだろう。

１）フランスのフォルマシオン・ミュジカルのテキストには、一般的に解答が付いていな

い。これは、日本のテキストとの一番大きな違いであると言える。生徒に考えさせ、

一人ひとりが違った答えになることが前提であり、また個人の考え方が尊重されるフ

ランスの教育方針は、日本と大きく異なる点である。日本のテキストでは、考えて自

分の意見を答えるという設問がなく、そのため、はっきりと答えの出る問題の場合は

簡単であるが、それ以外の場合は、マニュアルがあって当然という日本の教育方針と
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は、相容れないものがある。

２）フォルマシオン・ミュジカルのテキストで取り上げられている実作品が、古今東西の

作曲家の作品の場合は特に問題がないが、フランスでは馴染みがあるが、日本ではあ

まり知られていない曲の場合もある。特に生徒の年齢層によっては、童謡、フランス

の民謡等、小さい頃から耳にしている曲を学習の対象としている場合もあり、選曲の

基準が、日本とフランスでは、大きく異なる場合が多い。

３）従来は、ピアノを再現楽器として用いるのが音楽基礎教育のもとであるが、アコー

ディオン、ギター等、フランスでは馴染みがあっても、日本の現状と合わない場合も

ある。

４）古くからのフランスのソルフェージュ教育では、聴音、新曲視唱ひとつとっても、日

本で行われている課題に比べて、課題１題ずつの小節数が多く、長い。CD 等に収録

されている音源も、一般的には、日本では４小節ずつに区切るが、フランスでは２小

節単位というように、日本の従来の教え方とは、異なる方法を用いていることが多

い。

　以上列挙したように、日本とフランスの事情が異なる点が多く、フランスの方法をその

まま取り入れるには無理がある。フランスの考え方の基本的な箇所は取り入れ、それ以外

は日本の学生の実情やレベルに合わせて、開発していく必要があろう。

　さらに、現在では伝統的な楽器演奏だけでなく、パソコンを用いて、アプリケーション

ソフトによって作曲する、演奏するなど、従来の音楽の在り方が変わってきている。芸術

の中での音楽ジャンルも、いわゆる昔からのクラシック音楽は歴然として存在するが、こ

のところのテクノロジーの発達を背景に、音楽好きな若者から愛好家まで、オリジナルの

曲だけでなく、ジャンルを超えた音楽を楽しむようになってきている。その結果、一口に

音楽といっても、以前では考えられないテレビ、映画、CM も含めて、映像や音とのコラ

ボレーションが多くなってきている。

　クラシック音楽には、バレエ、オペラ等、実際の舞台や DVD などの映像で見ることに

よって、初めて作曲家の意図や音楽の流れが分かる作品もあるので、できるだけ実物を見

ることが重要である。幸い、現在では映像の技術が発達しており、その場に行かずとも、

臨場感あふれるその場の雰囲気や音楽を鑑賞することができるようになった。

　さらに、学習の対象曲を従来の西洋音楽に限定せず、古来から続く日本伝統音楽のよう

に幅広いジャンルからも選出できる。

　最近の授業における ICT（Information and Communication Technology）の活用も考

えてみることが必要であろう。そのためには、やみくもに導入するだけでなく、ソル

フェージュの授業に使用する際の目的と意味や、専門実技との関連性も考慮に入れなけれ

ばならない。

　特に、この数年間で ICT は世界的に目覚ましい発展を遂げており、現在では、演奏の
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参考音源、映像資料が容易に入手できる環境にある等、以前に比して学習しやすい状況に

なってきている。この ICT を活用し、音や映像というデジタル・コンテンツを導入し、

聴覚だけでなく、視覚からもアプローチすることで、高度な教育プログラムを構築するシ

ステムへの発展が期待される。

７．フォルマシオン・ミュジカルの課題・問題例
　教師が学生に教える場合のヒントとして、次のようなことを念頭に置いて教えることも

できる。

１）作曲家の生涯、人物像やその他の作品

２）作品が作曲された経緯、場所、年代

３）曲の内容：形式、構成、句読点にあたる終止

４）作曲家の歴史的背景、生きた時代と音楽史の流れ

５）曲に関連付けて、他の音楽的な事柄も覚えさせる

　これらの点について、具体的に実例を挙げる。

図１　終止の例
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図２　変奏曲をイラストで表すと

図３　ピアノの音域を弦楽器で当てはめると
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図４　三部形式の説明

図５　ポリフォニックな形式
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譜例４　リズム：ヘミオラ

譜例５　リズム：ポリリズム

譜例６　リズム：変拍子

　このように、曲名と作曲者名を覚えるだけでなく、作品を聞かせ、演奏させ、それに関

連づけて曲と一緒に理解させていくということが大事である。上記の具体例は、筆者が考

えたものであるが、その内容に関しては、教える側の判断に委ねられている。従って、

フォルマシオン・ミュジカルの課題の選択は、常に教員が教える学生のレベルや関心の対
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象を熟知した上で行うことが大切であることは指摘するまでもないであろう。

　さらに、音名は、「固定ド」で表記することが大事である4）。この「固定ド」、「移動ド」

の問題は、長年、音楽教育界で議論され続けている。どの小節の何拍目から転調している

かが不明瞭な楽曲の場合は、分析によって調性の解釈が変わってくるので、「移動ド」で

は混乱をきたす。そのため、「固定ド」を使用するのが望ましいと言える。

８．終わりに
　日本のソルフェージュは、洋楽が日本に取り入れられてからであるから、もう100年以

上前から、専門実技＋ソルフェージュという考え方で、教育が進められてきた。長い間、

聴音、新曲視唱に代表される「聴ソル」＝ソルフェージュという認識は、もう終わったと

言えるであろう。

　フランス、イギリス以外の、音楽の歴史の長い西欧諸国には、ソルフェージュについて

それぞれ独自の考え方、教え方が当然あるであろうし、テキストもそれに基づいて書かれ

ている。日本に普及しているテキストとしては、ドイツ語圏のものとしては「ヒンデミッ

トの音楽家の基礎練習」、「オルフ・メソッド」、「ダルクローズ理論」など、東欧のものと

しては「コダーイ・システム」などが使われている。しかし、国民性の違いもあるかもし

れないが、フランスほどソルフェージュ教育自体が重要視されていないし、それに関する

テキストも日本では普及していない。

　フランスのソルフェージュからフォルマシオン・ミュジカルへという提言は、「フォル

マシオン・ミュジカルの生みの親の一人であるオデット・ガルテンローブ女史が、指導者

の音楽的教養の貧しさについての問題提起を発端として、一部の専門家によって長い間討

議された結果であった。」 5）という言葉から分かるように、今までは、その適切な教材と教

育方法が少なかったことにも起因すると思われる。

　再三の渡欧によって感じたことは、授業の際の教員と学生のコミュニケーションが密で

あり、フォルマシオン・ミュジカルのテキストも、子供向けから大学生向けまで、実に多

くの種類が出版されている。場合によっては音源として CD が添付されている。この幅の

広さが、多くの課題を生み出し、フォルマシオン・ミュジカルに対する意識の違いを呼び

起こしているのではないかと思う。

　このように、日本の音楽教育に適したソルフェージュ教育の方法の確立によって、この

フォルマシオン・ミュジカルの日本への導入の可能性は、今後益々高くなり、教師がそれ

ぞれの視点で多くのテキストを使い分け、指導していくことが望まれる。
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